










表紙説明　大原美術館
　大原美術館は、西洋の優れた美術作品を日本へと紹介したいという画家児
島虎次郎（1881－1929）の願いを、実業家の大原孫三郎（1880－1943）が受け
入れることで、その礎が築かれました。
　孫三郎は、倉敷紡績、倉敷絹織（現在のクラレ）などを経営するとともに、実業
家として得た利益を、倉敷中央病院やいくつもの研究所などの非営利で公益
性の高い事業へと還元する活動を行いました。また人材育成にも意を注ぎ独自

の奨学生事業を行いますが、虎次郎は東京美術学校入学時よりその支援を受
け、さらに西欧留学を果たすなど大きな恩恵を受けます。
　滞欧を通じて、児島はほんものの作品を日本へと招来し公開する活動の重要
性に気づき、またそうした活動が孫三郎による社会貢献事業への一助となること
を確信します。その提案を受けて収集されたコレクションを常設公開する施設とし
て大原美術館が1930 年に開館するのです。
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2012年10月28日（日）

2012年10月26日(金)
　記念懇親チャリティーゴルフ大会
2012年10月27日(土)
　第２回ガバナー補佐会　第２回諮問委員会
　地区大会委員会　地区指導者育成セミナー
　ガバナー補佐・会長・幹事会
　RI会長代理歓迎晩餐会
2012年10月28日(日) 
　本会議　記念講演　懇親会

記念懇親チャリティーゴルフ大会
　 …………………… 倉敷カントリー倶楽部
第２回ガバナー補佐会
　 …………………… 倉敷アイビースクエア
第２回諮問委員会 … 倉敷アイビースクエア
地区大会委員会 …… 倉敷アイビースクエア
地区指導者育成セミナー
　 …………………… 倉敷アイビースクエア
ガバナー補佐・会長・幹事会
　 …………………… 倉敷アイビースクエア
RI会長代理歓迎晩餐会 ………… 大原美術館
本会議 記念講演……………… 倉敷市民会館
懇親会 ……………… 倉敷アイビースクエア

講師  片岡 鶴太郎 氏　　演題「流れのままに」
記 念 講 演

開　催　会　場
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－家庭人として  社会人として  日本人として－

大原美術館

倉敷市民会館

美観地区夜景

倉敷カントリー倶楽部


